
寒暖差アレルギー

知っていますか？

同世代の繋がりを強めるコミュニティアプリ



労働⽣産性損失
年間76.6万円※

持病を持つ人が働きやすい環境

→持病を共有・知ってもらうことで、不安の解消

→働き方の変化

※横浜市調査結果より引⽤
https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/koho-kocho/press/keizai/2018/20180607-024-27565.html



持病の有無や健康面で不安なことを発信・相談することで働きやすくなる
→カテゴリーごとの内容は自分自身、家族のこと・友人のことでも可能

→社内のと各症状のコミュニティを作ることもできる

サービス内容



ユーザーにとっての3つのメリット
ü同じ症状を持った人の働き方を知る

→継続して働きやすくなる

ü他者の様々な症状、生活する上での配慮事項を知る

→多様性を学ぶ機会になる

ü子育て世代・各世代のコミュニティを作ることができる



インタビュー
内容を共起ネットワークに視覚化

株式会社トーコン CEO:櫻井⽒・執⾏役員:⾼橋⽒



企業にとっての3つメリット

ü 就労者に適した環境の視覚化

→就労者の労働生産性UPが期待

ü 働きやすい環境になる

→離職率が低下

ü 新しい人材の確保の促進

→個人に寄り添った配慮が可能

アプリからの情報を収集分析

・どのような症状を持つ人がいるのか
・業務への支障はどの程度か
などから労働環境の向上を行う

企業へフィードバック



→将来性が期待できる市場労務市場は拡大している！

2026年度予測値

270億円



収益の流れ収支計画

創業当時 5年後

売上⾼ 18万円 122万円

売上原価 0万円 0万円

経費
＊創業計画書を参照

105万円 105万円

利益 ▲87万円 17万円

登録企業⾃社

就労者

環境改善

個⼈利
⽤者

コミュニティ

利⽤料

情報
アプリ提供



ご清聴ありがとうございました。

私たちは持病があっても働きやすい環境の実現を核に
アプリを通して、同世代の繋がりを促進するコミュニティを提供します。

caritas



補⾜資料


